
実
施
し
て
い
る
施
策

●
手
話
講
習
会
／
多
く
の
方
が
手
話
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
親
し
め
る
よ
う
、
有
田
川
町
で
は
、「
子
ど
も
ク
ラ

ス
」「
初
心
者
ク
ラ
ス
」「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ク
ラ
ス
」

の
3
つ
の
ク
ラ
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手
話
を
学

ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

対象・内容 講習日時 場所

初心者クラス 基礎からきっちり
学びたい方

毎月第 1・第 3 水曜日 
14 時～ 15 時 30 分

金屋庁舎 2 階
大会議室

ステップ
アップクラス レベルアップしたい方 毎月第 1・第 3 金曜日

19 時～ 20 時 30 分
金屋庁舎 2 階

大会議室

こどもクラス
小学 3 年生
～中学 3 年生で
手話に関心のある方

毎月第 1・第 3 金曜日
19 時～ 20 時 30 分

金屋庁舎 2 階
小会議室

※講習日時・場所は変更になる場合があります。

有田川町
手話言語条例を制定

「
有
田
川
町
手
話
言
語
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
令
和

3
年（
2
0
2
1
年
）12
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

耳
の
聞
こ
え
る
人
が
声
で
会
話
す
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
聴
覚
障
害
者
は
手
や
表
情
を
使
っ
て
視
覚
的
に
会

話
し
ま
す
。
そ
の
言
語
を
「
手
話
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
手
話
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
理
解

を
深
め
、
聞
こ
え
る
人
も
聞
こ
え
な
い
人
も
共
生
で
き

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
概
要

●
目
的
／
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、

基
本
理
念
や
実
施
施
策
の
基
本
事
項
な
ど
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
全
て
の
町
民
が
共
生
す
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
基
本
理
念
／
手
話
の
理
解
お
よ
び
普
及
は
、
手
話
を

必
要
と
す
る
人
が
手
話
に
よ
り
意
思
疎
通
を
図
る
権

利
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
行
う
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

●
町
の
責
務
／
手
話
の
理
解
お
よ
び
普
及
を
図
り
、
手

話
を
必
要
と
す
る
人
が
手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
必
要
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

●
町
民
の
役
割
／
基
本
理
念
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

町
が
推
進
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

●
施
策
の
推
進

ア
．
手
話
に
対
す
る
理
解
お
よ
び
普
及
に
関
す
る
施
策

イ
．
手
話
通
訳
者
の
派
遣
等
手
話
に
よ
る
意
思
疎
通　

　
　

支
援
に
関
す
る
施
策

ウ
．
前
記
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め
る
施
策

問やすらぎ福祉課（金屋庁舎）
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